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いくせい塾すぐ前（西）の道は通学路につき pm1:00～4:00は車での通行禁止ゾーンになっています。お気をつけ下さい！ 
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中間テスト対策 

 

◎ 2学期実力テスト 結果分析 
 

〔永井オーナー〕 

○ 小６生対象 中学準備コース募集中！ 

○ いくせい流の自立型個別学習を再構築する 
 

〔清水館長〕 

○現場の声 

中 3 ２学期こそ、真の勝負時！ 

中 2 計画性を確立し、自分を乗り越える 

中 1 ２学期中間Ⅰテスト分析より 他 
 

○学力アップ memo一部改定・今月の名言 
 

〔神吉事務長〕  

○ 兵庫県入試  英語 『リスニング』 

○ 数学 授業解説ＳＳ 『相似』 B-1～3 

○ 新作教材 9月は、10単元！ 他  
  

 

いいよいよ秋、受験業界では「夏に基礎を鍛

えた人は秋に実る、そして冬を制す。」というフ

レーズをよく使います。夏期講習では多くの塾

生が基礎を鍛えました。実りの秋はこれからで

す。夏に学んだ基礎の鍛錬を継続しながら、実

践演習も徐々に増やしていく時期です。具体的

な目標を明確に、学習計画を一緒に作成します。

毎月の学校テスト結果（順位）に一喜一憂しが

ちですが、ぶれずに自分を信じて第一志望校合

格まで、淡々と実践できるイメージを大切にサ

ポートします。成功に導くコーチング・周囲の

関りも大きな役割を果たします。3項目に整理し

ました。ご家庭でも試して頂くと、親子ともに

成長のきっかけになるかもしれません。 

1.よく聞く！ 

「どうしたの？」「どうしたい？」「なぜ？」 

2.いつもポジティブな態度を貫く 

できると信じ、長所を武器にする  

3.目標達成に向け、対等な目線で寄り添う 

上から「～させる」ではなく、共に歩む 

教室でも心がけて、豊かな実りを一緒に実感

したい思いです。(塾長 清水) 
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達成テスト 
 

中３ 『相似』       10/29 (木) 

       『関係代名詞』 10/22 (土) 

中２ 『三角形』『不定詞』 

      10/14 (錐)～19(月) 

中１ 『比例』『一般動詞』 

   10/12 (火)～16(金) 

 

         

  過去問模試     10/1 (木) 

  基礎復習         2(金)～3(土) 

 BD 解説         3(土)～4(日) 

自習棟 O.S.     3(日) 13:30～17:30 

 

 

Tel.079-431-5777  E-mail；ikusei-j@carol.ocn.ne.jp 
 

中間テスト対策 
 

    
（注意）お迎えご苦労様です！ 
 

・安全のため、出口すぐ前は駐車しないで下さい 

・エンジンを切ってお待ち下さい 

・停車・発車時のエンジン音へのご配慮もお願いします 
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 ２学期実力テスト 結果分析  
 

◎５科目平均点以上割合 ☆いくせい塾の目標：全塾生の達成 
中２＆中３生；ほぼ全員が平均点以上を達成しました！ 

 

中学部 3 学期期末 1 学期実力 1 学期期末 2 学期実力 

３年 92% 77% 100% 92% 

２年 100% 78% 67% 89% ⇑ 

１年 － － 62% 60% 

 

◎５科目平均点比較 （塾平均－学校平均） 
中１生；毎回 1 教科ずつテスト調べの方法を学んでいっています 

 
 

中学部 3 学期期末 1 学期実力 1 学期期末 ２学期実力 

３年 ＋59.4 点 ＋47.7 点 ＋75.0点 ＋59.9 点 

２年 ＋72.3 点 ＋53.8 点 ＋56.2点 ＋47.5 点 

1 年 － － ＋43.5点 ＋47.3 点 ⇑ 
 

◎５科目学校順位 〔上位 1/3 割合〕 
  
 

中学部 3 学期期末 1 学期実力 1 学期期末 2 学期実力 

３年 50％ 38％ 46％ 42％ 

２年 67％ 44％ 44％ 33％ 

1 年 － － 42％ 40％ 
 

☆中３ 数学の難問対策に効果がありました 

 例年、２学期実力テストより、数学は平均点に吸収される塾生が増えていました。 

対象は中上位層の真面目なタイプです。原因は、高得点を目指して受験して、難問を見たとき

にパニックを起こして、解ける問題でもミスをしてしまうパターンです。 

今回、上位層の多くが＋15 点取れたのは、“戦術”訓練を本番で表現できたからと思います。 

 

 

 

天賦の才を開花させる 

自己責任・自己管理、そして自己実現をサポートする 

written by Kanki 



☆学年別・教科別の考察 
 

中３ 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋15.1 点 ＋11.0 点 ＋12.3 点 ＋12.7 点 ＋9.1 点 

平均点以上 92% 92% 83% 100% 92% 

〔全体〕塾平均点－学校平均点 文系科目が高得点 

学年の特徴として、定期テストに比較して実力テストが明らかに低い傾向にあります。 

夏期講習で基礎力はつけたと思われますが、実践の応用力にまで到達していないと考えます。

2 学期以降に実践問題を数多く解いていく学習が必要となります。 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

基礎的な知識の習得は、普段から十分にしておくことが重要と考えます。 

本番でミスを少なくするために、平素より実戦形式の緊張感を持った学習姿勢が重要です。 
 

中２ 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋15.4 点 ＋13.0 点 ＋6.4 点 ＋5.8 点 ＋7.7 点 

平均点以上 89% 78% 89% 78% 67% 

〔全体〕塾平均点－学校平均点  

英数の結果は良いけれども、理社の得点が低い傾向です。５教科で得点を上げるためには、 

普段の授業で必要な基礎知識を整理し、テスト前は効率よく全体を復習できる状態に仕上げ

ておくことが重要です。計画的に整理する習慣をつけてもらいたいと思います。 
 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

平均点以上を達成するためにも、基本の取りこぼしを減らすことが重要です。 

2 学期以降は、英語・数学共に内容が難しくなってきます。普段の授業で基本事項の理解を

徹底し、テスト前には実践問題のトレーニングが必要になってきます。 
 

中 1 英語 数学 国語 社会 理科 

全体 ＋9.7 点 ＋20.7 点 ＋2.5 点 ＋10.3 点 ＋5.5 点 

平均点以上 67% 80% 53% 80% 73% 
 
 

〔全体〕塾平均点－学校平均点 

前回の結果に油断した人、逆に奮起して夏休みに頑張った人。モチベーションによって、

結果は大きく変わっていく時期です。数学をもとに学習方法を学んでいる段階です。 

どのような勉強方法をしていけば結果につながるか、試したことは毎回反省して次に活かす

時間のあるときに、テスト調べの方法を確立していきましょう。 

〔平均点以上〕学校平均点以上の塾生の割合  

対策指導を 1 教科ずつ進めています。数学は、平均点以上の割合が多くなりました。 

理科においては、２学期中間テストのテスト調べで、勉強方法をしっかり確認してもらい

たいと思います。 

written by Kanki 



 小６生対象 中学準備コース  募集中！   

『兄弟姉妹を優先募集後、一般公募を１０月１２日より開始します』 

①  体験入塾合格 →② 中学準備コース合格 →③ クラス分け 

少子化により、神吉中学校の生徒数も開校時の 2/3 程度となりました。 

塾を活用する中学生の総数は少なくなる中、いくせい塾は定員満席となっております。 

いくせい塾をご利用されるご家庭に、学力養成を保証していくためにも、甘くなることなく、

譲歩しすぎることがないように努めてまいります。 
 

〇体験入塾の合否は…？ 

いくせい塾のシステムは、すべての中学生に適したものではありません。 

オーナーが兵庫医科大学生のときに実践した学習法『能力がスタンダードレベルでも、“ま

じめで勤勉”ならば、トップレベルが実現できた経験』を伝授しております。 

そこには、「どこが出る」とか「最小限の学習で合格させる」という発想はゼロなのです。 

大人になっても役に立つ、“王道”の学力修得のための地道な指導法になっております。 

また、住宅地で運営していますのでルール・マナーの順守は、塾生だけでなく送迎等保護者

の皆さんにも徹底しております。 

学力評価は高くなく、①『正負の数』の平均点レベルの達成 C テスト合格と、英単語テスト

１００題を暗記できれば中学準備コースの受講資格ありとしています。 

合格後希望者には、中学準備コース内容の予習を個別指導形式でサポートします。 

月・木曜日 PM ４：４０～６：００  〇月謝 ￥7,000－ 
 

〇中学準備コースの合否は…？ 

下記を修了することで、塾生として入塾が許可されます。 

●『正負の数』達成 B テスト合格  ※合格（80 点）するまで何度でも受験できます 

●学力アップ memoⅢ章の『予習・復習編』習得度テスト（80％）合格 

●英語１００単語テスト（８０点）合格 
 

〇入塾許可後のクラス分けは…？ 

いくせい塾の『３Stage 方式』指導法は、オリジナルのものです。 

授業の受講法、予習復習の方法、テスト調べのやり方など、勉強法の基礎を教えていくのが

Stage２です。 

一斉指導する場合、ある程度学力やタイプを集約しても、全員に効果を伝授していく定員は

１０名と考えて、座席数を１０席に限定した教室仕様（Sky room）にしております。 

入塾許可者が１０名までの場合は、１クラスで運営いたします。 

11 名以上の場合は、席次が 11～16（最大）の塾生は、木曜日に自習棟 Red room で Stage

２を受講することになります。 

 

（オーナー・医師 永井） 

written by Nagai 



 いくせい流の自立型個別学習を再構築する   

理念は“自立”であり、自分でできることを増やすことに目標があります 

 

〇タブレット５台購入後を目安に、上記制度に移行します 

〇同時に、Stage2 卒業生の月謝減額を廃止します 

〇同時に、自習棟使用を火水木の３日間に増やします 

〇減額の代わりが、自習棟使用と個人 PC 使用の権利となります 

〇自習棟は、S2 卒業生（使用希望者）と卒業生のための空間となります 

〇自習棟は、管理を必要としない『自己責任の大人の空間』です 

〇個人 PC は、原則として自習棟のみの使用とします 

〇個人 PC は、土曜日午後以降のみ講義棟に移動可能とします（→S2 卒業生対象） 

●学校テストで、５計 25 位以上の低下、平均点以下の教科等、降格条件も検討中です 

◎次回テストの条件達成で、返り咲きが許可されます（相撲の大関制度と同様） 

 

成人後の“依存心”は、子育てや親の介護においての不安や資金の不足を生じます。 

いくせい塾の指導には、『自立』を早期に促すシステムが盛り込まれています。 

残念ながら、現状は成果が十分に発揮できていないように思われます。 

成果を出すには、「乗り越えて自信をつける」という負荷をかける環境が必要になります。 

 

 現状の問題点には、少なくとも２点があります 

学力アップメモの浸透と、日々の確認テストを調べて満点を目指す姿勢の低下です。 

（→Ⅱ章システム編は、上記の変更を踏まえて再編集しています） 

テスト前の対策で、つじつまを合わせる安直な学習法が、以前より広がりを見せています。 

そのレベルの習慣では、残念ながら“自立（自律）度”は高いものにはなりえません。 

 

まずは、月 1 回のカウンセリングにおいて塾長からの問いかけが必要になります。 

「君はどうなりたいのか…？」「どの程度まで伸びたいのか…？」 

本当に食べたい料理をもとめるなら、自分で作ることが一番です。 

最初はまずくても、始めなければその味に巡り合うことはできません。 

邪魔くさい・めんどうくさいのレベルで、定食屋さんの評価を繰り返しても限度があります。 

“いくせい流”とは、下手でも自分で責任をもって作る覚悟から始まります。 

それがなければ、“いくせい流”自立型個別学習は、返って効果が下がる可能性があります。 

 

Stage2 卒業条件は、学力アップメモ習得＋確認テスト成績＋学校テスト順位です。 

S2 卒業生には、自主性＝自由を付与します。 

つまり、広々とした自習棟で、自分のペースで学習ができます。 

個人 PC は完全予約で使用できます。（→月謝の減額廃止後） 

SS 教材は、大手予備校なら数十万円の教材費が追加される“質と分量”に達しています。 

一方、効率的一斉指導対象生の S1（OS）用に、タブレットを新たに５台購入する予定です。 

タブレットでは、PC のようなスライドショー機能ができませんが、性能がアップしますので、

サクサクとストレスが軽減するのではないでしょうか。 

 ルールマナー・システムを遵守しようと努める塾生を大切に育成するためにも、S2 卒業が

できないことのないように、卒業条件を再吟味していきます。 

 

（オーナー・医師 永井） 

written by Nagai 
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移行予定 



 Shimizu 塾長の   
 

 

中 3 ２学期こそ、真の勝負時！ 

5 教科既習全範囲基礎知識の整理・実践演習・過去問模試・時間配分等の攻略法解説…、 

例年より短期間でしたが、“これでもか！”というくらいに打ち込んだ夏期講習でした。 

それでも成果を実感できた人とそうでない人に、二分される現実が待っていました。 

成功した人は、油断・過信することなく、第一志望校合格まで日々淡々とやり続ける意志力

と実践力が必要です。 

今回、成功しなかった人は、足りなかったことを一緒に反省し、実りの秋に活かせるように 

サポートします。 

 

  以下、９月実力テスト結果と４月実力テストと比べています。 

① 上昇 ８名 ５計１人平均 ＋１７点 UP！    

② 下降 ４名 ５計１人平均 －１６点 DOWN↓  

 

① 成功した人 
 

・成績を上げたい！ 夏期講習を成功させたいという強い意志力と体力があった 

・真の理解を求め、特に直し重視で繰り返しを強化していた 

・夏期講習で習得した学習方法や本番の発揮力を、素直に実践できた etc. 
   

② 今回は成功しなかった人 
 

・長時間学習できた自身への自己満足があった 

・直しや繰り返しが不十分だった（１学期期末テストが良かったので、無意識にも油断？） 

・真面目過ぎて、優先順位を考えたり作戦を練ったりするトレーニングがまだ不十分. 

 

☞改善プランとして… 
 

・速く正確に解く基礎トレーニングをより強化し継続する（速読・計算・思考…） 

・効率良い得点力の上げ方を追究する（解る問題で確実に正解する／加点方式） 

・自分をよく知り、本番に最高の発揮力をパフォーマンスする調整力を養う 
 

解ること・やったことが、本番で正解できる力に鍛えていくと結果につながります。 

やはり、“量”の増加と“繰り返し”の徹底・心身の強さにまとめられるでしょうか。 

人間は、やり続けなければ忘れることをお互いによく理解しておきたいですね。 
 

それぞれの状況に応じて、あと数回の実力テストにおいて、徐々に正解率が UP している 

未来を信じて、コツコツやり続けるしかありません。 

すぐに成果が出なくでも、やり続けていると 3 か月後には成果を実感できると、 

よく言われています。 

 

written by Shimizu 



中２ 計画性を確立し、自分を乗り越える 

 それぞれにやる気が出てきました。 

2 学期の成長が楽しみです。 

結果の出ている人は、自ら湧き出す目標が明確で実践も伴っています。 

やる気は出てきたけれど、なかなか安定継続して実践できない人もいます。 

2 学期は、特にこの人たちの実践サポートを重視したいと考えています。（S2 卒業へ） 

前日に急に詰め込んだり・良かった次は油断したり…と、自立への自覚が十分ではなく 

まだ高校受験を、近未来のこととして捉え切れていない一面があります。 

事あるごとに、入試問題に触れる機会を増やしていきます。 

下からの突き上げにより、学年全体に良い刺激になる学習環境を創造したい所存です。 

 

全員に言えることは、自分の目標に対してゴールから逆算した計画を熟考→作成し、決めた

ことはやる！と、毎日毎日自分を乗り越える鍛錬を続ける姿勢を応援したいと思います。 

 

長時間学習力は、中２秋頃から始め、入試までずっと鍛え続ける必要があります。 

自習棟もオープンし、中３受験生の良い影響も受けやすくなっています。 

来年の自身に出会う気持ちで、考えて取り組めるように、カウンセリングを進めていきます。 

 

 中１ 中間テスト（パートⅠ）分析より 

 15 名中 11 名、前回テストより UP しました。（５計 一人平均点＋２９点 UP↑） 

真面目で素直な学習姿勢が功を奏していると思います。 

 

テスト分析では、もったいないミスがたくさんあることを一緒に確認しました。 

 

（減点のワースト３） 
 

● 基礎計算ミス・符号ミス 

● スペルミス・漢字ミス・曖昧暗記 

● 問題読み違い・答え方ミス          です。 

 

もう小学生のときのように、家庭学習なしに高得点を獲得することは難しくなっています。 

ここから、家庭での学習習慣により成績の差が生じます。 

２学期は、「毎日 決めた時間に学習する」を共有のテーマにしたいと思います。 

 

上記減点を失くすために…（毎日の積み重ねが何より効果的です） 
 

・毎日１題でも基礎計算トレーニングをする 

・英単 , 漢字 , 理社基礎用語を１日各３個以上暗記する（声を出そう！） 

・日頃から“読む”機会を増やす（読書・新聞・インターネット等） 

 

効率的暗記法として…（毎日適量を継続することと効果が望めます） 
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① 暗記項目をよく見て、一旦脳の記憶に留める 

② 声に出して読む・よく目につくところに貼る・文字の色や大きさ等で印象付ける・ 

くり返し書く等、記憶に残りやすい自分に合ったやり方を工夫する 

 

その前に「覚えたい！」という自身の気持ちが土台になります。 

何のために覚えるのか・勉強するのか…なども、よく問いかけて自ら気付くカウンセリングを

実施したいと考えています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小６ 10 月より来年度 中１の募集が始まります 

 今年度は４月で満席（10 名）になりました。 

来年度の募集は、いくせい塾経験者（兄弟・友人等）から優先に体験コースの受付を致します。 

入塾をご検討中の方は、早めにお知らせ下さい。1 か月後より公募予定しております。 

 

お友達をご紹介下さい！ 
 

入塾後のポイントが、3000P UPします！ 
 

4000P→7000P 
 

※ポイントは講習費に充当されます  

 ポイント加算 

入塾説明終了後 500 ポイント 

体験終了後 更に 500 ポイント 

入塾後 更に 7000 ポイント 
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 10 月の学力アップ memo  Ⅱ.システム  
 

タイトル 本文 

① いくせい新聞 毎月始め、HP で確認 保護者と E-mail 返信している 

② HP 活用 次週の予定・臨時情報 Home Page で確認している 

③ 教材整頓 教材の取捨選択 毎回、鞄の中身を確認している 

④ TS 目的 S１(OS) での復習と予習 思いついた時点で、HPに入力する 

⑤ TS 作成 単元‣教材‣Page･番号の順で入力 項目を、時間帯を決めて振り分ける 

⑥ TS 反省 冷静に自己分析して、HP に入力 助言は、塾長がメール返信する 

⑦ 解答活用 ワーク解説欄の必読 要点に line や書き込みを入れている 

⑧ 解答管理 ワーク解答冊子の活用 現在学習中の問題集 Page に挟んでいる 

⑨ OA 活用 機器使用法が分からない時、すぐに Staff に聞いている 

⑩ タブレット教材① 授業ノート解説とワーク問題･解答 Stage１,２で活用している 

⑪ タブレット教材② 語句･確認テストと解答･解説 Stage3 の予習と復習に活用している 

⑫ タブレット教材③ 過去良問と解答･解説 学校テスト対策として活用している 

⑬ タブレット活用 Internet 検索の目的 疑問点は自ら解決を図っている 

⑭ 個人 PC 目的 ｽﾗｲﾄﾞｼｮｰ機能の活用で時短 教材選択で入試解説まで理解する 

⑮ 個別質問 Tablet・SS 解説でも理解不十分 Staff に質問要請している 

⑯ カウンセリング 目標から現在の課題を明確化 克服には学力ｱｯﾌﾟ memo を活用する 

⑰ 学力アップ memo 前向きカウンセリング 今から何をすれば学力を伸ばせるか？ 

⑱ SOAP 思考法 後ろ向きカウンセリング 何をしていたら成績は上がっていたのか？ 

⑲ 自立型個別指導の環境 学習進度は一斉指導と同範囲 自由な時間と広々空間が与えられる 

⑳ 自立型個別指導の資格 
自己責任の言行より結果が伴うとき 自立が認められ自由が 

与えられる 

㉑ S2 卒業と学習環境の選択 
Stage２卒業とは、自己責任の信用 管理されない自習棟学習が 

選択可能 

㉒ 自立型個別指導と個人 PC 
50 分 or 80 分/日、自習棟で使用可能 限定時間で最大限に活かす 

準備が必須 

※学力アップ memo は、永井医師の自らの医大生経験によるオリジナル指導マニュアルです 

written by Shimizu 



10 月の名言  
 

 

日にち 偉人（国籍） 名言 

5(月)～ 10(土) 
アンネ･フランク 

（ドイツ） 

薬を 10 錠飲むよりも、こころから笑った方が 

ずっと効果があるはず 

12(月)～ 17(土) 
吉田松陰 

（日本） 

夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし 

計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし 

故に、夢なき者に成功なし 

19(月)～ 24(土) 
マザー・テレサ 

（インド） 

思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから 

言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから 

行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから 

習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから 

性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから 

26(月)～ 31(土) 
ガンディー 

（インド） 

明日死ぬかのように生きよ 

永遠に生きるかのように学べ 

 

 

 

  

written by Shimizu 

真摯に生きた偉人の知恵から学ぼう！ 



 Kanki 事務長の   

兵庫県入試 2020 年度英語 『リスニング』 

 リスニングは毎年必出で、大問で３題約 10 分間、配点 24 点のテストになります。 

通常のリスニングテストでは、英文は 2 回読まれるものです。 

しかし、昨年度の１問目は英文が１回だけしか流れませんでした。 

注意点として、問題文や聞き取り原稿内にも含まれています。 

2 回目に聞き返すことができないので、思い込んで前振りまで聞き飛ばさないよう、１回だけ

の場合もあることを知っておき、本番で焦らないための心構えが必要だと感じました。 

 日常の中の対話応答の問題でしたので、会話表現や状況判断として適切な受け答えができる

かが試されていると思います。長文を読むのと違い、耳で英語を聞き取るので、英語発音に慣

れていなければ聞き逃すこともあるかもしれません。 

聞き取りには、英語に耳を慣らすことが重要です。 

2 学期からの秋期講習では、過去 10 年分を放送原稿と見比べながら流します。 

英文が続けて読まれることで、ほとんど発音されていない単語などを見つけていくことも進め

てみましょう。聞くだけで状況を正確に把握できるようになれば、リスニングには対処できる

ようになってくると考えます。 

 これで、数理社英 4 教科の 2020 年度兵庫県入試解説が完成しました。 

9 月以降の受験講習で、十分に活用できる準備が整いました。 

入試では、同じ問題が出題されることは、ほとんどありません。 

大事なことは、過去の入試を通して“初見問題や回避問題にどう対処するか”心構えを身につ

けていくことです。 

特に回避問題は、どうすればテスト時間内で見抜けるか、感覚を研ぎ澄ませるようにしなけ

ればなりません。そのためには、回避問題を解いた経験が必要になります。 

受験講習では、実際に難問を自分で考えて解いてみて、問題に対する直感を磨いてもらいた

いと思います。 

数学 授業ノート解説 『相似』B-1～３ 

 オンライン授業で解説の補助に使えるよう、数学の授業ノートのアニメーションを作成開始

しました。まずは、3 年生の図形『相似』の B 問題から始めています。 

理解が必要で、入試の図形総合にも頻出する単元です。 

授業ノートとして紙ベースをスライド化して作ることを考えていましたが、兵庫県の入試解

説を作成した上で、アニメーションにする意味を考えさせられています。 

 過去問や入試解説では、問題解決の手段として必要な発想を織り込むことを重視してきまし

た。授業ノートは、定期テストで頻出するパターンを理解し、繰り返し徹底することで得点を

上げる目的を持っていました。 

しかし、授業用の解説で繰り返しトレーニングは必要か…？と考えなおしました。 

ベースは授業ノートの問題ですが、そこに解決のための知恵・発想をしっかり織り込んで、

問題解決能力を養成することが、実力をつけるための方法だと思います。 

それを踏まえて、難しい単元から中心にした解説教材へとしていきたいと試行錯誤しています。 
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 いくせいオリジナル教材 〈９月作成分〉  
 

より効率的に学習できるように大幅に改定しています 
 

学年 科目 種別 タイトル 作成者 改定率 

3 年 国語 兵庫県入試台紙 説明文 神吉 ★★★★★ 

3 年 国語 兵庫県入試 文章表現 清水 ★★★★★ 

3 年 国語 兵庫県入試 漢文 清水 ★★★★★ 

3 年 国語 兵庫県入試 古文 清水 ★★★★★ 

3 年 英語 兵庫県入試 リスニング 永井 ★★★★★ 

全 国語 速読 「菅印」問われる実行力 永井 ★★★★★ 

3 年 数学 授業ノート 平行線と相似比 永井 ★★★★★ 

3 年 数学 授業ノート 台形の中点連結定理 永井 ★★★★★ 

3 年 数学 授業ノート 相似の利用 永井 ★★★★★ 

全 国語 暗記ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 現代仮名遣い 永井 ★★★★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お友達をご紹介下さい！ 
 

感謝の気持ちをこめて、ポイントを進呈させて下さい 
キャンペーン中は入会金が無料。 

紹介されたご家庭もお得です 
 

※ポイントは講習費に充当されます 

 ポイント加算 

入塾説明終了後 500 ポイント 

体験終了後 更に 500 ポイント 

入塾後 更に 7000 ポイント 

 

written by Kanki 

 

塾生募集!! 定員各学年１5名 
 
 

 

① 自己責任・自己管理・自己実現をサポートします 

② 勉強のやり方・成績の上げ方を説明指導します 

③ 週 7.5時間の集中で、必ず伸びるシステムです 


